
10月26日（金） 12：30～17：00 ／ ドーンセンター

主　催 一般財団法人  日本規格協会  関西支部

後　援
経済産業省   近畿経済産業局
公益社団法人　関西経済連合会
JIS登録認証機関協議会

近 畿

経済産業省では毎年10月を「工業標準化推進月間」と定め、各地方経済産業局とともに、

全国的に工業標準化の普及・啓発に関する各種の行事を展開しています。

その結果として、各組織に標準化が定着し、技術の向上や生産の効率化に大きな成果をあげてまいりました。

「標準化と品質管理 近畿地区大会」はこの普及活動の一環として、

経済産業省 近畿経済産業局、及び関係団体のご支援のもと、本年度は裏面のプログラムにて開催いたします。

JIS認証組織やISO登録組織の方々はもとより、標準化と品質管理を推進しようとする企業の方々のご参加をお待ち申し上げております。



京阪電車

片町

JR 東西線

阪神高速道路
（下は中央通り）

土佐堀通り

大阪城

法円坂

法円坂出口

●1番出口●1番出口●1番出口 ●2番出口●2番出口●2番出口

●テレビ大阪

●ホテル京阪
大手前病院●

ローソン
●

OMMビル京阪シティモール
天満橋

天満橋

京阪東口

至 東天満

●
セブン
イレブン

NHK●

大阪府警察本部●
大阪府庁

大手前高等学校●

ドーンセンター
●●追手門学院小

立体
駐車場

追手門学院
大手前高・中

天
満
橋

地
下
鉄
谷
町
線

上
町
筋

谷
町
筋

至 

淀
屋
橋

大
阪
城
北
詰

大
阪
城
北
詰

大
阪
城
北
詰

会　場

※公共交通機関をご利用ください。アクセス

●京阪「天満橋」駅下車。東口方面の改札から地下通路を通って1番出口より
　東へ約350m
●地下鉄谷町線「天満橋」駅下車。1番出口より東へ約350m
●JR東西線「大阪城北詰」駅下車。2番出口より土佐堀通り沿いに西へ約550m

ドーンセンター 7階ホール（大阪府立男女共同参画・青少年センター）
　　　　　　　　　 　　　　　　　 大阪市中央区大手前1-3-49

標準化と品質管理近畿地区大会2018　事務局
〒541-0043 大阪市中央区高麗橋3-2-7　ORIX高麗橋ビル
 TEL：06-6222-3137　FAX：06-6222-3255　MAIL：sq-kinki@jsa.or.jp

休　憩

開会挨拶
日本規格協会の活動と新たな取組み

時  間 講演者講演内容

プログラム

12：30 ─ 12：35
12：35 ─ 12：45

12：45 ─ 13：35

13：35 ─ 14：45

15：00 ─ 16：10

16：10 ─ 17：00

14：45 ─ 15：00

閉会挨拶17：00

経済産業省 産業技術環境局　
基準認証政策課長

宮崎  貴哉

株式会社 浜野製作所
代表取締役 CEO　　　　　　　 

浜野  慶一

株式会社 マネジメントシステム
評価センター
製品認証部　担当部長　　　 　

神藤  安夫

了德寺大学  教養部
准教授    　　　　          　　　

石井  孝法

一般財団法人 日本規格協会
関西支部　事務局長　　　 　
神原  義雄

モノづくりは面白い 、町工場はワクワクする現場である
浜野製作所では、「おもてなしの心」「スピード・実行・継続」をキーワードに、常に新しいものづくりにチャレンジしています。今回の講演
では、会社の経営理念を主軸として、同社が積極的に取り組んできた電気自動車「HOKUSAI」、深海探査艇「江戸っ子1号」をはじめと
する産学連携プロジェクト、2014年にスタートした新事業「Garage Sumida」でのベンチャー企業支援など、具体的な活動事例の紹
介を通じ、これまでの同社の歩み（経営理念が生まれるきっかけとなった工場焼失からの復活）と今後の展望についてお話しします。

JISマーク表示制度 ～信頼性回復のための取り組み～
近年、製造業者によるデータ改ざんが多数発覚し、メディア報道されるなど大きな社会問題となり、ＪＩＳ認証取消しとなる企業も多数
発生するなど、ＪＩＳマーク表示制度の信頼性が失墜しかねない状況であると言えます。
今年度の標準化と品質管理大会では、ＪＩＳマーク表示制度の信頼性回復に向け、不正を起こさないための取組みや不適合事例及び
品質管理のポイントなどを紹介し、各社の品質管理に役立つ講演を行います。

情報を実践に役立たせるために ～日本柔道ナショナルチームの経験から～

JIS法の抜本的改正とルール形成戦略
経済産業省では、第４次産業革命による技術革新や国際動向を踏まえ、国際標準化を活用したルール形成戦略を推進しています。
今年の通常国会において工業標準化法（JIS 法）を約 70 年ぶりに抜本改正しました。具体的には、JIS の対象範囲をモノから
データ、サービス、経営管理まで拡大し、その名称を日本産業規格、法律名を産業標準化法に改めるとともに、民間主導の迅速
な標準化を担う認定機関制度の創設、罰則強化、標準従事者の待遇改善の努力義務などが盛り込まれています。
本講演では、これらを始め、最近の標準化政策のトピックをご紹介します。

スポーツにおいて世界一のチームであり続けるためには、ありきたりなコトバになりますが「情報を制する」必要があります。
しかしながら、これが簡単ではありません。日本柔道ナショナルチームにおいてはコーチが科学的なサポートを一方的に受け
入れず、科学サポートチームとの間に溝をつくっていたことがありました。国際競技力向上に貢献することが共通の目的で
あったにも関わらず、なぜ実践に関わるコーチと科学に関わるスタッフとの間に溝ができてしまったのでしょうか。
日本柔道チームの経験から専門家が陥りやすい問題を説明し、情報を実践に役立たせるために必要な考え方をお話しします。

一般財団法人  日本規格協会
理事長
揖斐  敏夫

  ● 敬称略   ● プログラムは都合により変更になる場合がありますので予めご了承ください。

講  演

講  演

特別講演

特別講演
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